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山火事予防パレードを行いました 小田切昌彦新課長からご挨拶

この４月から、⽊曽地域振興局林務課として改めてスタートを切りました。
今年度も林務課及び林務課だよりをよろしくお願いいたします。
少し遅くなってしまいましたが、今年度に⼊ってからの林務課の活動報告と
新しく赴任した課⻑のご挨拶を掲載します。

平成29年５月31日（水）まで、平成29年春の

山火事予防運動を実施しています。この運動

は、山火事の発生の危険期を迎えるに当たり、

県民の方々に対して山火事予防意識を普及

するとともに、予防対策を強化し、森林の保全

と地域の安全を図ることを目的としています。

統一標語は「火の用心 森から聞こえる あり

がとう」です。

この運動の一環として、４月５日（水）及び６

日（木）に木曽管内で山火事予防パレードを実

施しました。パレードの出発式には庁舎内から

多くの職員、そしてマスコミの方々にもお集ま

りいただきました。増田地域振興局長から挨

拶があり、担当者から注意事項の説明をした

後、パレード参加者をお見送りしました。パ

レードでは、たき火、たばこの火の始末に十分

注意して山火事を起こさないよう呼びかけまし

た。

みなさまには以下のことについてご注意いた

だきたいと思います。

①枯草等のある火災の起こりやすい場所では、

たき火をしないこと

②たき火等火気の使用中はその場を離れず、

使用後は完全に消火すること

③強風時及び乾燥時には、たき火、火入れを

しないこと

④火入れを行う際、町村長の許可を必ず受け

ること

⑤たばこは指定された場所で喫煙し、吸いが

らは必ず消すとともに投げ捨てないこと

⑥火遊びはしないこと

山火事が起こらないよう、

ご協力よろしくお願いしま

す。

４月１日付けで林務課長に着任しました小

田切昌彦でございます。

管内の森林整備、上下流の交流促進、木

材の利用拡大、林業の担い手支援等多くの

課題がありますが、精一杯頑張ります。よろ

しくお願いいたします。

県職員として３月までの２年間、農協検査

の仕事をしており昨年６月には木曽農協の

検査で一週間、木曽福島の････とある温泉

旅館に宿泊しました。当時は、ほう葉巻最盛

の季節で、和菓子屋さんのものから女性ネッ

トワークの皆さんが作られたものまで５種類

以上、それぞれ特徴ある美味しさを味わいま

した。今考えれば、何かしらの縁があったの

でしょうね？ 昨年は、

私生活でも王滝村自然

湖のカヌーを夏と秋に

２回体験し、やまゆり荘

では目の前に聳える御

嶽山の雄大な姿と泉質

の良さに感動しました。

林業ははじめての経

験ですが、農業７年間・

土木５年間をはじめ数々

の分野の経験を活かし、緑豊かな木曽の山

づくりに邁進いたします。

★☆今月号の追記★☆

新しい年度を迎えもう２カ月が経とうと
しています。暑い日が増えてきていて、
夏が近づいているのを感じます。そんな
ときは大桑村の阿寺渓谷などに出かけ
て川で思い切り水浴びをしたいですね!

…でもさすがにまだ時期が早いかな(--;)
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